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「おはよー！」
　ガラッと勢いよく扉を開け放ち、少女は大輪の花のような笑みを浮かべ言った。朝いちの挨拶は欠かさずに、それがこのクラスの標語だ。高校生にもなって随分ガキくさい標語もあったものだと皆思ったが、二つ大きなテストを乗り越えた頃には皆これを恒例行事として受け入れ、毎朝毎朝元気な挨拶がやまびこか何かのように飛び交っていた。
　けれど、今日は何かがおかしい。
「……おはよう？」
　訝しがりながらも笑顔は崩さず、少女は繰り返す。
　しかし、誰からも返っては来ない。どころか誰一人少女の方を見てすらいなかった。
「ねーみんなどうしたのさー？」
　教室の扉から一番近い机など歩いてたかだか数歩ほど。聞こえないはずはないというのに、やはり何も返ってはこない。
　これは何かおかしい。とは言え教室の一歩手前で延々立ち尽くすわけにもいかない。ひとまず荷物を置いて、それから周りのやつらにもう一度聞けばいいか。そう思い直し一歩踏み出した瞬間。
　笑みが枯れ落ちた。
　代わりに咲き誇るは一輪の花。
　少女の机に飾られた、真っ白な一輪の花だった。

　さて、どうしたものだろう。というかこれどういう状況なんだろう。ホームルームも始まり一応は席に着いたものの、先生の話はどこも引っかかることなく通り抜けていった。ごめんね先生話なら今度ゆっくり聞くよ。
　こてんと首を傾げた少女の目に映るのは、白い花。それは何度瞬きをしてもすかしてみてもはたまた狐の窓なんてのをやってみても変わりはせず、無理な格好をして指を痛めるだけに終わった。
　しかし指の痛みと引き換えに、分かったことがある。この花は見間違いでも幻覚でもオカルト的なものでもなく、ちゃんと現実に存在しているものらしいことだ。
　だとしても、なぜ花が机に置いてあるのだろう？　それも真っ白な花。
「……いたずらだよね？」
　ひとりごち、花瓶ごと花をどけようと前を見ると、斜め前の女子と目が合った。
　ねえ、これ置いたの誰。いたずらにしてはやりすぎでしょ？
　言おうとして口を開いたが、それは彼女の予想外の行動に遮られた。
　彼女は合った視線を即座にそらすと、俯き、ふるりと肩を震わせたのだ。凪いだ水面に投じられた石。その波紋は広がり、いつしか皆同じように肩を震わす。
　彼らの顔は見えない。けど分かった。
　皆、皆、笑っていたのだ。
　そして少女はふと気づいた。
　これは世に聞く「いじめ」というやつなんじゃないか、と。

　考えてみれば机の白い花や無視なんて古典的な、いっそ陳腐ですらあるいじめのテンプレと言えるだろう。だが、まだ確信には至らない。白い花……はいたずらだとして、無視は本当に気づかなかっただけ、そして皆が笑っていたのは別件かもしれない。
　あまりに希望的な観測ではある。けれどこれだけでいじめと断ずるのは被害妄想が強すぎるような気がして憚られた。
「まさか、ね」
　ぽつりと漏らした声に被せるように授業開始を告げる鐘が鳴る。いつもならば鐘の音が止むか否かといったころには寝落ちる少女だったが今日に限ってはぐるぐると渦を巻く思考に睡魔も飲み込まれたようで、寝起き以上に目も頭も冴えわたっていた。
　そしてそのせいで、いやそのお陰でと言うべきだろうか。少女は気づいてしまった。
　自分の手元にプリントが届いてないことに。
　前で
「三枚とも裏表ちゃんとあるか確認してね」
なんて先生は言っているが、少女の机には確認するも何も一枚たりとて紙はない。あるのは例の花くらいのものだ。
「先生、プリントないです」
　わりかし大きな声で言ったが、都合の悪いことにほぼ同時に前列の男子生徒が馬鹿騒ぎを始め、一番後ろの席に座る少女の声はかき消されてしまった。一枚余ったと申告するものもなく、仕方なく席を立ち教卓まで向かうも、やはり先生の注意はそちらに向けられ、少女の方など見向きもしない。
「先生、プリント、ないんですけど」
　それでもやはり聞いてはもらえず、どうしようかと視線を逸らせば教卓の上にプリントがきっちり三枚置かれていた。おそらく予備か何かだろう。
「これ、もってきますよ」
　確認もそこそこに三枚を順番にとって、すれ違う机々を目の端に映しながら急ぎ足で戻る。
　しかしその足は少女の席を目前にしてピタリと止まった。振り向き見るのは、ちょうど前の席。その机の上には、まぎれもなくプリントが二セット置いてあった。
　まさか、自分の分を、止めていた？
　驚愕して見つめる視線に気づいたのか、彼女は口の端をゆるりと持ち上げた。
「なぁんだ、つまんないの」
　死刑執行の合図。それは小さな笑みと共に、静かになった教室にひっそりと響いた。

　それから授業の中身はもちろん、その日をどう過ごしたかすら少女は覚えていない。ただどの授業でも配布物は少女まで届くことは無く、休み時間もまるで少女が教室を彷徨う幽霊にでもなったかのように、それはもう当然の如く無視されたことだけははっきりと覚えている。
　懸念は確信に変わった。
　けれどだからと言って何かことを起こそうとは思わない。今回のようなことは初めてだから、慣れているとは言えない。けれど奇異の目で見られることは少女の境遇ではままあることだったからだ。
「からかってくる子はね、相手が反応するのを見て楽しんでるんだよ」
　小学生のころ父がいないことをからかわれ泣いていた少女の頭を優しく撫でて、母は言った。
「だから言い返したり、泣いちゃったり、そんなことしちゃダメ。徹底的に無視するのが一番。そうすればそのうち飽きてやめるから」
　それからは母の言葉に従いからかいの声も何も完全に無視するようにしたら、いつの間にやらそれらはピタリとやんでいた。みんなが家庭の事情を理解できる年になったこともあるとは思うが、母の言葉通りにしたおかげでもあると少女は思っている。
　母の言葉に間違いなんてない。何せ自らを女手一つで育て上げた、誰よりも強くて立派な、自慢の母だから。
　だから今回も、前とは逆の状況ではあるけどやることは同じ。向こうが無視するなら、自分も無視するだけ。
　そうすれば、いつかは終わる。
　きっと前みたいに笑って過ごすことが出来るはず。
　そう信じて夕闇の迫る仄暗い一本道を、少女はただ一人進む。
　ぽっかり空いた両隣にほんの少し寂しさを抱きながら。

　それからというもの少女は徹底的に無視無言を貫いた。流石に授業で指されても無言とはいかないが、運よくと言ってよいのか悪いのかここのところ少女が指名されることはとんとなかった。
　そして一か月がたち木々は燃えるような紅や煌めく黄金へと色鮮やかにその身を飾ったが、少女の非日常は何も変わらなかった。相も変わらず配布物は少女まで届かないし、グループワークでもひとりぼっち。偶数だから余るはずがない高をくくっていたがわざわざ三人組を作ってまで省いてきたには驚かされた。休み時間も一人なら帰り道も、帰ってからも一人。
　帰ってから、に関しては母が夜勤になってからずっとなので特に非日常というわけではないけれど、しばらく人と話さないという環境はじわじわと、しかし確実に少女の精神を蝕み削り取っていった。
　なんで、私は母さんの言うとおりにしてるのに、なんで。
　ただその言葉だけが脳内に螺旋を描き巡り巡る。けれど少女は他にやり方を知らない。ただ、先を信じて無視を貫く。
　それを裏切るように、木々の装いも落ちる頃事件が起きた。
　視線の先にはあるのはデフォルト状態の、資料集も体操服も物理で作った偏光器も何も入ってない新学期に明け渡された時のまっさらな姿に戻ったロッカー。
「…ない」
　奥の方を漁るまでもなく一目でそうと分かった。
　いったい、いつの間に。
　しゃがんだ姿勢のまま固まるその後ろを、クラスでも派手な方に分類される女子グループがキャイキャイと甲高く笑いながら通り過ぎた。
「ねえ、あそこ」
　そのうちの一人。校則ギリギリまで染めた髪をクルクルといじっていた女子が、その指をついとこちらに伸ばす。
「ああ、もう片付いたんだ。早いね」
「むしろ遅い方じゃないの」
　顔は見えない、けれど想像の中の彼女らは一様に嘲りの笑みを浮かべ、にやにやとこちらを見下していた。
　ふいと見上げればもう彼女らはもういなかった。代わりに今度は彼女らとは真逆の子。地味で目立たないけど、優しい。優しかった友達がこちらを見下ろしていた。しばらくぶりにまじまじと見たその顔に浮かぶのは何だろう。恐怖とも驚きともつかない、なんとも言い難い表情だった。
　その久しく見ていない自分に対する反応に、少女の決心が揺らいだ。もしかしたら、彼女なら答えてくれるかもしれない。
「……ねえ」
　少し痛む喉をおさえて出した声は自分でも驚くほどに掠れていた。
「私さ、何かしたっけ」
　俯いたまま声を詰まらせ、一歩後ずさった彼女を逃がすまいとずいっと身を乗り出し迫る。一度出してしまえばもうそれは収めることなんてできなかった。
「なんで、なんで、なんで私なの？　私何もしてないよね？　何もしてなかったのが悪いの？　なんで、なんで、なんで」
　なんで、なんで、なんで。
　一言口に出すたびに足音荒く踏み出す。私は前に、彼女は後ろに、繰り返すうちについに窓際ギリギリにまで来ていた。
「ねぇ、なんでなの？」
　なんでの嵐にも負けず、彼女は口を閉ざしたまま。
　面白くない。
「ねぇ、答えてよ――」
　半ば叫ぶように言った言葉を払いのけるように彼女は腕をぶんと振り払い、まっすぐにこちらを見た。
「気づいてたよずっと、ずっとそこにいたの」
　ようやく返ってきた反応に思わず唇を歪ませる。やっぱり、彼女なら応えてくれると思ってた。
　そうだよね、私たち友達だもんね。
　そう、言おうとした。けれどそれは続く言葉に消された。
「ずっと、黙ってたから無視してたのに。なんで寄ってくるの」
　真っ直ぐに見つめる目。そこには、明らかな怒りが込められていたことに、少女はようやく気付いた。
「来ないで。さっさといってよ。キモイんだよ」
　最後の方はほとんど狂ったように、泡を飛ばしながら言い放つ。そのまますり抜け走り去る彼女を追うこともできず、ただ少女は呆然と立ち尽くした。
「ねえ、あれ見た？」
「駄目だよ」
「あの子、可哀想に」
　こちらを指さす子。それを窘める子。走り去る彼女を不安げに見やる子。その他大勢の視線、視線、視線。そして。
　未だ衰えず咲く真っ白な花。
　それらすべてがまるで少女に「馬鹿だね」と言っているように思えて。
「いや……いや……どうしてっ……！」
　少女は後ろで鳴り響く鐘の音も無視して、ただそこから逃げ出した。

　無視してればいつか飽きる。そう信じてきたのに、なんで。
　逃げ出した少女は真昼の燦々と照らす太陽の下をただひたすらに走った。今まで信じてきたそれがガラガラと足元から音を立てて崩れていく。
　少女は他にやり方を知らない。
　それ以外にどうすればいいかなど思いつきもしない。ただ母の言うとおりにだけしていればいいとだけ思っていた。だってそうすればきっと上手くいく。自慢の母さんの言うことに間違いなんてない。
　言うことをちゃんと守っていれば、きっと母さんにとっても自慢の娘になれる。
　いつかにからかわれた時のように顔を歪ませ半泣きになりながら走って、走って、ただ走った。その先には空っぽの家しかないと分かっていたけれど、それでも家に向かって走った。だって少女にはそこ以外に帰る場所はないから。
「……あれ？」
　家には誰もいないはず。なのに、扉がほんの少しだけ開いていた。何故、まさか泥棒？
　肝がスッと冷えた。こんな時に泥棒なんて勘弁してほしい。どうしようか、迷った末に扉の隙間に耳を当てる。
「あ……い……けれ……よ……た」
　壊れたラジカセのように一定の間隔で繰り返し繰り返しぼつぼつと呟く声。それは紛れもなく少女の母だった。どうやら今日は夜勤ではなかったらしい。
　本当はこのまま母に泣きついてしまいたい。けれどその様子に憚られ躊躇われた。
「……ただいま」
　小声で言って、家に入る。
　入って、後悔した。
「あんな子、いっそ産まなければよかった」
　繰り返していた言葉がはっきりと聞こえてしまったから。
「そっか、私いらない子だったんだ」
　さっきとは違って表情は変わらない。なのにそれ以上に大粒の涙が滾々と湧き出る泉のように途切れることなく頬を伝っていく。
「……！」
　ようやく気付いたのかこちらを見やる母に、それでも頑張ってにこやかに笑む。確か、この笑顔が好きって昔言ってたよね。
「じゃあね」
「――待って、いかないで！」
　こちらに向かって手を伸ばす母に背を向け、来た道を飛ぶように駆けていった。
　
　屋上って鍵かかってないんだ。
　誰にも会うことなく思ったよりすんなりと入れたことに内心驚きながら、少女は柵へ向かって歩を進める。今まで事故が起こっていないことが不思議なほどそれは低く、足をかければ簡単に乗り越えられた。
　どうせこうなるなら、最初からこうしておけばよかったかもしれない。見下ろせば一面がアスファルトの鈍色に覆われていた。特に今立っている真下はかなりごつごつしていて、普通に転んでも肉が抉れて相当痛いだろうことは想像に難くない。
　まして落ちたりした日には、死は免れないだろう。
　でも、それでいい。
　もう日常は戻ってこない。なら、完全に壊してしまえ。
　さようなら、私の非日常。
　躊躇うことなく何もない空へ踏み出した。

「危ないじゃないか！」
　屋上にはたいつの間にやらくさんの人が集まっていて、そのうちの一人がふらふらと所在無さげに彷徨う少女の手をがっしりと掴んで引き戻す。
　
　……なんてご都合主義な、小説のような展開が起きるはずもなく。
　
　ぐらりと傾いた上体は重力に逆らうことなく真っ逆さまに地面めがけて落ちていく。地面より一足早く、血塗れた紅に染まった空。その向こう側を目指し煌めく光の粒がぽたり、ぽたりと昇っていった。
　綺麗だな。掴めるかな。
　伸ばした手は落下の勢いに抗えず歪に曲がる。
「……やっぱり、届かないか」
　浮遊感に飲み込まれ暗く霞ゆく意識の中、少女はぽつりと最後の雫を落とした。















「ねえ、知ってる？　隣のクラスの噂」
「知ってる知ってる。例の子のでしょ。確か二か月ちょっと前だっけ」
　黄昏時特有の淡く妖しげな光の中、教室の隅に影三つ。話に花を咲かせ、鈴を転がしたように高く甘やかな声が練習終わりの気だるげな空気に響く。
「二か月前……ああ、あの子のことか」
「そう、その子のこと」
「本当に可哀想だったよね」
　三人が三人して顔を見合わせ、頷き合う。
「だってねぇ……登校途中に居眠り運転にはねられて、なんてひどすぎるよ。当たり所悪かったせいで、多分即死だったって」
「当日とかみんな泣いててクラス全体既にお通夜みたいだったっけ……ってもうるさい人はうるさかったか」
「まあアレはアレで場をどうにかしたかっただけみたいだけど。あれでちょっとは気が落ち着いたって子もいたし」
　でもまさか、その子がねえ……
　ひそひそと内緒話染みた素振りの二人に、一人きょとんと首を傾げる。
「その子が、どうしたのさ」
　まるで獲物を見つけた猛禽類のように、おしゃべりな二人は目を弓型に細めにんまりと口元を吊り上げた。
「でるんだってさ、その子の幽霊が」
「何それ。バカバカしい」
「でもさ、今日飛び出してった子。あの子見ちゃったらしいよ。ぐっちゃぐちゃでぐっじゅぐじゅの子が迫ってきて…」
「やめて、リアルに想像しちゃったじゃん」
　まあぐっじゅぐじゅは嘘だけどなんてニシシと意地悪く笑う少女。ぐっちゃぐちゃは否定しないんだって言葉は喉の奥に仕舞った。もし肯定されたらと思うと背筋を冷たいものが走る。
「それになんかその子のお母さんも見たらしいよ」
「え、それいつの話」
「今日よ今日。さっき先生が言ってた。家に帰って来ただのこっちに向かってただの大変だったって」
「でもたった一人の愛娘亡くしたんじゃ、ねぇ。そんなにまでなる気持ちも分からなくないかも」
　二人の噂好きはいつものこととはいえ、流石に死人をネタにするのはいただけない。加速するおしゃべりに加わる気にもなれず、窓辺によりかかった。
「でもさ、死んだなら死んだでちゃんと逝くとこ逝けって感……」
　不自然に途切れた会話。不審に思い見やるとそろって目を丸くしこちらを見ていた。
「はっはーん。騙そうったってそうはいかないよ」
「違う……今……後ろ……」
　先の不敵な笑みはどこへやら、今や色という色を失ったような面差しでこちらを見つめている。こちら、というより正確には丁度少女の真後ろの窓の向こうを。
　後ろに向き直るも何ら変わったところはない。
「後ろったって何にもないじゃん」
　言い切るか言い切らないか。
[bookmark: _GoBack]　べちゃり。
　粘っこい音が、真下から聞こえた。
「……は」
　言いようのない恐怖につま先から頭にかけてぞわぞわと、霜がかかったような感覚に襲われる。今の、音は。
「……ねえ」
　不安げに曇ったアルト。振り返ろうとして、はたと気付く。
　ここには、ソプラノしかいないはずじゃ？
「ねえ、ねえ、ねえ」
　まるでそれしか言葉を知らないように、繰り返す。そういえば後ろの二人はどうしただろう。恐る恐る、目線をできる限り下にやって、後ろを――
「ねえ、聞いてよ」

　絹を裂いたような叫び声が、学校中を駆け巡った。

　それからというもの、この学校には今でもこんな噂が流れている。
　
　噴き出した血のように鮮やかな空の日には、道連れを求め手招きしながら落ちていく少女の霊が現れるらしい。
